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販売店･工務店･建設会社の皆様へ
この取扱い説明書は施工後、お施主様へお渡しください。

商品のご使用前にこの説明書をよくお読みいただき、
いつでもご覧頂けるように大切に保管してください。
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第1章 安全にお使いいただくために
商品をご使用いただく上で、人身事故や財産の損害を未然に防止するために、守
っていただきたいこととして下記のような警告表示をしています。内容をよくご
理解の上、商品をご使用ください。

警告用語の種類と意味
警告用語 意　　味

注  意!
取扱いを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う
危険又は物的損害の発生が想定されます。
商品毎の冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

第2章 障子反転（リバース）時の注意について

障子の取外し、建込みは対応する人数で行ってください。
特に10kg以上のサイズは必ず、2名以上で行ってください。思わぬケガをするおそ
れがあります。

           W H 1,000 1,500 2,000 3,000

600 約 5kg 約 8kg 約 10kg 約 14kg
1,000 約 9kg 約 13kg 約 17kg 約 24kg
1,400 約 13kg 約 18kg 約 24kg 約 33kg
1,900 約 18kg 約 26kg 約 33kg −

           W H 500 1,000

600 約 5kg 約 9kg
1,000 約 8kg 約 15kg
1,400 約 11kg 約 21kg
1,900 約 15kg 約 29kg

【引違い窓 障子1枚あたり重量（目安）】

【FIX窓 障子1枚あたり重量（目安）】

H

W

H

W

注　意!
■障子の大きさによっては下表の通り障子1枚あたり30kgを超えるものも

あります。

※上表は、引違い窓・FIX窓共にガラス厚 Low-E3-A12-3
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第3章 リバーシブル仕様について
本商品は断熱性の良いLow-E複層ガラスを使用した障子を夏・冬で反転（リバース）
することで、夏は太陽の日射進入をおさえ、冬は日射を取り入れることができます。
どちらのガラス面が夏仕様・冬仕様かは、ガラス面の右下または左下に張付けてあるラベルを参照してください。

第4章 障子反転（リバース）時の流れ

STEP 1　外す

STEP 4　建込み完　成

STEP 2　部品交換 STEP 3　反転

室外

【夏】

【冬】

室内

Low-E 金属膜面（室外側）

室外

室内
Low-E 金属膜面（室内側）

ラベル

ラベル

夏には左図ラベル表示が室内側から
見える向きでのご使用がおすすめです。

冬には左図ラベル表示が室内側から
見える向きでのご使用がおすすめです。

日射

日射

※上図はイメージです。
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第5章 障子反転（リバース）方法《引違い窓編》
1.場所の確保・道具の準備
下記を確保・準備してください。
①障子を仮置きできる場所
②タオル・毛布など
③プラスドライバー

【クレセント本体の取外し】
①キャップを右図の位置までずらします。
②ねじを反時計回しして、外します。
③クレセント本体を外します。

別冊の【取扱い説明書（お施主様用保存版）】
の3ページを参照ください。

左記【1.場所の確保・道具の準備】で確保した
所へ、障子を仮置きしてください。

注　意!
■必ずタオルや毛布などで養生をし

てください。家具や床をキズつけ
るおそれがあります。

2.障子の外し方

3.障子の仮置き

召内框、召外框の部品を右図の
ように付け替えます。

4.部品類の取外し

【召内プレートの取外し】
①親指、人差し指で召内プレートをつまみ

ます。
②手前にひっぱり、外します。

注　意!
■タオルや毛布などで養生が必要で

すので、準備してください。家具や
床をキズつけるおそれがあります。

タオル・
毛布など

ドライバーが使えるスペース

クレセント受け

クレセント受けキャップ

召内プレート

クレセント召外框
召内框

クレセント取付け穴
目隠しねじ

クレセント本体

キャップ①

①

②

召内框

召内プレート

召内框 ①

②

①
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【4.部品類の取外し】と逆の手順にて取付けしてください。
5.部品類の取付け

【クレセント受けキャップの取外し】
①親指、人差し指でクレセント受けキャップ

をつまみます。
②手前にひっぱり、外します。

【クレセント受けの取外し】
①ねじを反時計回しして、外します。
②クレセント受けを右図矢印の方向へ引張り、

外します。

【クレセント取付け穴目隠しねじの取外し】
①ねじを反時計回しして、外します。

注　意!
■召内プレート、クレセント受けキ

ャップを取外す際は、指の爪が割
れないように注意してください。

■召内プレート・クレセント受けキャップは下記手順にてはめ込んでください。

■プラスドライバーにてねじを回す際は、ねじ山がつぶれる
ことを防止するため、下記手順にて締め付けください。

①ねじを反時計回りに1回転し、ねじ山を合わせてください。
②ねじを時計回りに締め付け固定してください。

クレセント受け

召外框

①
②

クレセント受け
キャップ

召外框

②

①

①

召外框

クレセント取付け穴
目隠しねじ

ドライバー①

①クレセント受けキャップ
または召内プレート

召内外框
または召内框

框に滑り込ませます

②押し込みます

ねじ

①

②
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クレセント受けのついている外障子から建込んでください。
別冊の【取扱い説明書（お施主様用保存版）】の3ページを参照ください。

【■障子の外し方】の逆の手順です。

6.障子の建込み

別冊の【取扱い説明書（お施主様用保存版）】の4ページを参照ください。
7.建付け調整

注　意!
■障子の建込み・建付け調整後、必ず外れ止めを元の位置に戻してください。
　障子が落下するおそれがあります。
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第6章 障子反転（リバース）方法《FIX窓編》
1.場所の確保・道具の準備
第5章《引違い窓編》を参照してください。

別冊の【取扱い説明書（お施主様用保存版）】の5ページを参照ください。
2.障子の外し方

上記【1.場所の確保・道具の準備】で確保した所へ、障子を仮置きしてください。

注　意!
■必ずタオルや毛布などで養生をし

てください。家具や床をキズつけ
るおそれがあります。

3.障子の仮置き

下桟のハンドル・プッシュボタンを右図の
ように付け替えます。

4.ハンドルの取外し・取付け

取外し・取付け方法は別冊の【取扱い説明書
（お施主様用保存版）】の5、6ページを参照く
ださい。

障子を反転（リバース）して建込んでください。
別冊の【取扱い説明書（お施主様用保存版）】の
5ページを参照ください。

【■障子の外し方】の逆の手順です。

5.障子の建込み

ハンドル
付け替え

プッシュボタン

①
上枠に
はめ込んで

②
下枠に下ろす

障子

上枠

下枠
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取説番号 事業所コードMAL-84A LM18 2012.10.01 発行

私たちは、優れた製品とサービスを通じて、
豊かで快適な住生活の未来を創造する住まいと暮らしの「総合住生活企業」です。


